
教育実習生に対する学校保健の指導の実際と問題点

1 はじめに

島根大学教育学部附属中学校である本校は、大事な任務のーつとして、「学部の計画に従って学

生の教育実習(観察、参加、及び実習)の実施に当たること」という項がある。これに従って、大

学で学んだてとを教育現場で、実地訓練するために毎年、春と秋に多くの学生が「教育実習生」と

してやってくる。その中の、春期(前期)の実習生約120~130名(中学課程、養護学校課程、特

呂1嫩科(音楽)課程、特別教科(体育)課程)に、「指導講話」の形で学校保健の一部分を;三導し

ている。教育実習生は、この期問中に学んだてとを基盤にし、任地の教育現場で研鍛と経験を重ね

ながら、教師として大成していくのであるから、たとえ短期間の実習であっても、その意義は大き

い。しかし、学校保健に関しては、どの程度の理解と意識づけをもって現場に出るのか、と考えた

とき、はなはだ心もとないものを感じると同時に、教育実習時に行う指導の有り様に、工夫が必要

であったことを、反省しているところである。

平成5年から、全面実施される新教育課程には、改善の大きなねらいが、 4つ示されてぃるが、

その第一に、「豊力寸ふひをもち、ナこくましく生きる人間の育成を図ること」が挙げられている。こ

れは、教育基本法の第一条の、教育の目的である「心身ともに健康な国民の育成」と一致してぃる。

これはまた、学校保健の目的とも一致しているものである。しかし、現代社会には、心身の健康を

阻害する要因が非常に多く、家庭でも、学校においても十分な配慮が必要となってきてぃる。

特に学校では、学習する場であることから、生徒に、健康、安全に関する知的理解を身にっけさ

せる責任と、集団生活に伴なう伝染病、その他の疾病の予防と、個々の健康の保持増進をはかる手

だてを講じなければならない。更に、心の豊かさと、学習効果の向上を念頭におい九環境の整備・

美化に努めなければならないが、これは、管理者であるとか、校務分掌の担当者であるとかに関係

なく、生徒の教育に全責任をもつ、という見地から、教師であれば、みんな力井旦当しなければなら

ないことだ'と考える。これらのことを、学校現場で実践しょうとする際、教師は、学校保健にっい

ての知識をかなりもっていなけれぱならないことは確かである。

ところが、この学校保健が、教育の内容としてとり上げられるようになっナこのは、第二次大戦の

後であり、それまでの学校衛生の歴史力張く、文覗走療法的発想の学校保健であったことが、いっま

でも影響し、なかなか積極的に健康を求める努力をするなどの意識力ゞ定着しないし、ほっておいて

も何とかなる、という暖昧さもあり、ま九、学問の体系がすっきり確立されてぃないなどの点から

大学においても、保健体育専攻で、保僻斗教育を学ぶ学生ですら興味力穂いようであり、ましてや

授業を受けていない^の学生にはわからないことは力由であろうと推測される。

教育実習の場を提供する附属学校の指導者として、学校保健の、教育と管理の面を、できるだけ
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理解しやすく、ま九現実的な面に焦点を合わせ九指導を考え、生徒の教育に全責任をもっている教

師が、当然健康についても責任を持つべきであることを自覚させたいと思い、このテーマをとり上

げ九。

1 教育実習の内容

1.教育実習の目標

本校は、教育実習の目標として、次の3点を挙げている。

ω教育作用の全般的な理解を深めると共に、教師としての基礎的な矢幟、技能を修得させる。

②教師としての自覚を促し、教育者としての使命感をも九せる。

③学部において修得しナこ教育理論を教育実習において再構成すると共に、新しい研究課題を発

見させる。

2.実習要領と指導計画の概要

本校の教育実習生の、実習要領と実習計画の概要は次の通りである。

実習要領
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実習項目

授業時数

他校実習

④提出物

耕斗指導、道徳指導、特別活動、学級経営、教職勤務、その他。

教科は4時間以上、別に趣恵、学活を加える。

特音・特体課程は、実習期問中に1日だけ協力高校において参観ならびに実習

を行う。

実習ヨ己録、学習指導案綴、生徒観察記録、そaX也教科によって研究物ま九は製

作物。(実習ヨ己録簿は評価後、大学をとおして、本人に返却する)

指導計画の概要

第

0就任式
0学級配当
吋卸尊蒜舌
0万巡創受業
0附中オリエンテーシ,

ン

のナ
行

1 週

◎実習についての概要と
意義を理解し、心端え
をかためる。

・実習全般の意義と目標、
方法を理解し、自らの
体勢L構えをつくる。

・中学校教育活動の大要
に'才1所属環境になれ
る。

第

0諸行事諸活動へ畷藤、参
加

0教稍旨導への観察、参加
0教科・道徳・特活等研究授
業

. 2 週

《シ=学生の学習および生活の
チ旨導に関する基本的な知識
技能を習得させる。

・チ旨導準備の羽順
教宮の補助謝乍業から次第
に自分の授業への糊テ

・チ旨導案の作成
学習チ旨導案を理解し、ひと
りで,賊できるようにする。

・教ネヨ汐卜領域＼の着目
・自分の研究課題の発見と研
究羽順

・研究授業可院会のもち方、
討議4雄め方

・生徒理解の方法・技術につ
いて羽院する(霍擦、教育、
調査等)

第

0全日実習
0イ也佼実習

3 週

◎中学生の学習や生活に
ついて自らの倉1億を加
味し実習に生かすよう
心がける。

・実態に即した指導展開
・学級経営のあり方の理
解と1三導

・全日実習における1旨導
・;旨導における個別化と
能力差への対応

・生徒相互の人問関係の
霍臻と対応、1旨導、処
置等

第

0視割受業
0反省会
0退任式

4 週

◎教育実習の成果を反省
し、将来への展望に資
する。

・教師としての使命
・自己の資質~つ反省と
課題
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この指導計画にあるように、学校保倒旨導は、第1週の「指導講話」の中の1時問を当てて行

うことになっている。

Ⅲ本校が行っている保健指導の実際

1.保健講話一・・一春期実習生は人数の関係で、 ABの2班に別かれて実習するが、指導講話は同時

に行い、実習第一日目の就任式のあとに行う。

①導入(講話の導入として、次の四点から話を進めている。)

ア、学生である皆さんは、小学校、中学校、高等学校と進んで現在に至っているのであるから、

毎年、レントゲン撮景三だ、予防接種だ、檎毛だといわれ、まナこ保健の授業などで、いろいろ

なことを学び、こういうことが学校保健なんだ、という感じは持っていると思、う。これは、

皆さんがずっと指導さ才L 保護されて、今までやってき九ということである。いわゆる受身

の立場にいるということである。しかし、教師になっ九ら、生徒を指導し、保護してやる立

場に変わるのだという自覚を、しっかりもってもらい九いと思う。

イ、生徒を保護し、教育する立場として、教師は何をしなけれぱならないかというと、まず常

時、継続的な健康観察が必要である。廊下で、教室で、集会時に、という継続的な観察によ

つて顔色が悪い、表情がおかしい、様子が変だ、という小さな変化でも素早く発見すること

ができ、処置をすることができる。また、この観察は、身体的な変化だけではなく、心の動

きも容易に気付くことがある。次に教師は、学校管理下の生徒の生命、安全の責任をもナこね

ばならない。更に、学習の効果を高める九めに快適な環境作りと、環境衛生に気をっけるこ

とも必要である。

ウ、その九めには、洲市は健康、安全、傷病、環境、などについての或る程度の知識をもつ事

と、処置ができるようになるのが望ましい。教育実習期問中に、事例が多くあるので、生徒

と同じ時限で「大丈夫?」と大騒ぎするのではなく、教師として生徒に不安を与えないよう

にするにはどぅし九らよいか、自分の恐怖や、心配を押えて、生徒に対処するという司1陳を

してほしい。

今頃は、新任で僻地に赴任し、自分一人で判断し、行動することも多い。まナこ担任になる

と、担任の健康観や、対応の仕方などが、生徒に与える影響は大きいので、個人の見解より

も教師の立場での判断と、1旨導かできるようにならなけれぱいけないと思、う。

エ、学校現場では、学校保健に関する行事や、環境整備や、環境美化などについての仕事が多

くあるが、自分がその担当者ではない、という無関心な態度はいけない。自分も教員として

当然やらねばならないこととして協力してもらいナこいと思、う。

②学校保健とは

ア、学校保健には、保健教育と保健管理の二面がある。教育の方は、生徒力司乎来にわナこって自

分の健康を保持、増進させることができる自主的能力を養わせることであり、これは保健の

教科や、関連教科の理科、家庭科、社会科などの授業で健康や環境、家庭生活などのことに

ついて学習し、知識や生活習慣を身につける。また、学活や、学校内での、いろいろな機会
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に、集団や個人的に指導を受けて、自分自身力避康な生活を送ることができるように仕向け

てやるのである。一方、管理の面は、生徒の健康、安全について他律的に保護してやらねは

ならない。定期、臨時の健康診断や環境整備、環境衛生に気を配り、生命、安全、学習向上

の保障をしてやらねばならない。

イ、学校保健の法的根拠は、昭ネ鴎3年4月に「学校保健法」が制定され、健康診断の時期、項

目、基準、実施方法などが決められた。これによって全国一斉に同じ条件で行われることに

なり、統計的価値も上かり、ま九、全国の児童生徒達が等しく、健康、安全に関する恩敬を

受けることができるようになっ九。健康診断は、 6月30日までに行う事になっており、実施

は、教育課程の学校行事(健康、安全的行事)の中に位置づけられている。この、学校保健

法が制定されるに至っ九根拠は、逆のぼれは冒本国憲法に至ることになる。

※日本国憲法(昭和21年)第25条一・・ーすべて国民は、健康で文化的な最イ因呉度の生活をいと

なむ権利を有する。

※教育基本法(昭ネ配2年)第1条一・ー・教育の終極目標は、心身ともに健康な国民の育成を期

して行われなければならない。

※学校教育法(昭和22年)第12条一・・一学校においては、別に法律に定めるところにより、学

生、生徒、児童及び幼児並びに職員の健康増進を図るナこめに、健康診断を行ない、その他、

保健に必要な措置を講じなければならない。

※学校保健法(昭チ鳴3年)・ーー・学校教育法でいう「別の法律」とは、この学校保健法である。

◎文部省設置怯・第11条・ー・一学校保健とは、学校における保健教育及び、保健管理をいう。

③わが国の学校保健の特色

ア、主管部局が文部省、教育委員会など、教育部局であり、保健教育は、学習指導要領により、

保健管理は、学校保健法により実施されること。

イ、養護教諭という職種力洋校に配置さ才L 教育に基礎を置いた保健管理、保健指導が行われ

ていること。

ウ、保健教育が、人文科学系の保健体育の教科で行われていること。(自然科学、医学分野で

行われている国が多い。)

④わが国の学校保健の推移

ア、現在の学校保健は、戦後、法的根拠に裏付けられて確立したものだが、戦前にはこれが全

くなかっナこのかというと、そうではなく、現在行われているような管理指導は戦前にも、戦

中にもかなり真剣に行われていた。しかし、これは絶えず戦争の過中にあっ九わが国が、強

い国民と、兵隊を欲してい九し、女性は強い兵隊になる丈夫な子を生む九めに、という考え

のもとに、栄養、衛生、伝染病予防、体力増進などについて実践や、指導が加えられていナこ。

今、考えてみると、これはいわゆる富国強兵の思想によって国策として行われてい九ように

思う。しかし、戦後は、国民一人ひとりの幸せのナこめに、国民の権利として健康について学

び、他律的な保護を受けている。

イ、明治時代の、学校制度が制定された頃には、生活の貧困からくる栄養失調が原因で、身体
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虚弱、結核、衛生状態の悪さからくるトラホーム、皮膚病、伝染病などの治療に追われてい

た学校保健が、国の繁栄に伴なう生活の向上や、医学のめざましい発展などによって様変わ

りしてきナこ。

ウ、現在の学校現場は、時代の変化と共に細菌性の疾患、は少なくなったが、それに代る次のよ

うなことがらが増え、問題になっている。

0喘息、、アトピー性皮膚炎、アレルギー性疾患などの増加。

OB独干炎、エイズなどの問題があり、ゴム手袋使用、予防接種も一人ずつ使い捨て注射器

を使用、プライバシーの尊重と、什姓徒への感染防止。

0運動不足や、生活の中で筋肉、関節を鍛える場面力沙なくなり捻挫、骨折、腰痛、肩こり

の増力Ⅱ。

0肥満、拒食傾向による極端なやせ(精神的要素大)好きなものは力由食べるための、栄養

失調。

0偏食、運動不足、ストレスなどからくる若年性の成人病の増カロ。

0背柱側轡、視力異常、う歯、足の親指の爪の陥入症などの増力氏

0腸チフス、ポリオなどの予防接種がなくなっナこ代りに、若年出産による障害児の出生を予

防するために中学2年女子全員に無料で風疹の予防接種が実施される。性教育の必要性も

考慮すべき。

0精神的弱さが見られ、不登校傾向、精神不安定、集団才、適応、心身症などの増力Π。

0生活りズムが夜型に移行し、慢性寝不足、朝食え襲取、遅刻、落ち着きがない、忘れもの

の増加。

0生活体験不足で、病気、けがなどの予測が不1昌手であり、思いがけない事故が起きる。

⑤本校の学校保健の内容(保健教育を除く)

本校は、学校保健に関する職務を、校務分掌の保健部が担当している。その内容は別紙プリ

ントを参考にしてもらいナこいと思うが、これは年間の保健・安全計画によって運営されている。

心号の健康に関する相談活動も、教育活動の一環であるとの考えで「教育相調として隔月に

精神科校医による相談力垳われている。環境衛生・清掃活動については、本校はとても大切な

ことと考えており、清掃時問は全教官で監督指導し、学級活動などでもその意義や、掃除の仕

方などを話し合っている。学校給食について本校は、牛乳赤設のみ行っている。完全給食の目

的や意義も十分理解できるが、本校は思春期の一番大切な時期に、親とのきずなを保ち、手づ

くり弁当の味わいを知るという意味で、全員弁当持参している。学校管理下で起っ九けがや、

それが原因の疾病については、学校が責任をもナこねぱならない。学校が、という事は生徒の生

命・安全・学習向上の責任をもつ教師の責任であるとされているのである。日頃から安全点検、

環境整備、指導に万全を期さねは'ならないが不幸にして傷病が発生しナこ場合は、日本体育、健

康センター(旧学校安全会・のち健康会)に災害報告をすると共に、医療費の請求手続をする。

特に本校は通学圏が広く、乗り物通学生が多い九め、登下校時の安全に気を遣っており、自転

車通学生のへルメット着用については厳しく指導している。ヘルメットのおかげで助かったと
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いう事故も毎年数件ずっある。今まで述べてき六事は、保健部が計画し、他の分掌の協力を得

実践は全教官でやっているが、学校を挙げて取り組むことや、全校生徒の意識を高めねはなら

ない場合には、生徒保健委員会に問題提起し生徒達自身に考えさせる。決定しナこ事については

自分達のしなければならない事として受けとめ、活動力嘘り上がる場合が多い。生徒活動に期

待するナこめには良いりーダーを育て、生徒会組織を活発にする必要がある。この教育実習期問

中に定期健康診断が連日のように行われる。できるだけ多く参加して今まで与えられ、保護さ

れるだけだ'つ九皆さんが、教師になっ九らどうしなければならないか、ということ力沙しだけ

見えてくると思う。生徒の並ばせ方、黙らせ方、記録の仕方など、教壇に立って教えるのと同

じくらい重要なことが沢山含まれていると思う。腕をこまねいて眺めているだけではもっナこい

ない。ま九気分の悪い子、けがをしナこ子などに、どぅ対応し九らよいかを考え、そして実際に

処置などもやってみて、学校現場を実感してもらい九い。

保健講話の裏づけ

藤田 久子

2

学校保健とは

保健教育

・・1保健管理 ^学校保健法に芳掟されている内容

・イ呆健教育一将来にわナこる健康保持の自主的能力を養わせる

・保健管理一児童生徒の健康を他律的に保護する

本校の保健管理運営組織

学校保健講話(資料)

島根大学教育学部附属中学校

2

<1 '、

保健管理と指導

校内安全指導

保健管理と事後指導

保倒旨導

環境衛生・美化

3.健康管理と指導

①生徒の健康管理

.学校教育法12条一学校においては、別に法律で定めるところにより学生、生徒、児童及び幼児

教育相談

救急、処置

学校給食

生徒会保健委員会

安全管理と指導

〔旦本体育学校健康センター

環境衛生管理

清掃活動指導
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並びに職員の健康の保持増進を図るナこめに健康診断を行ない、その他保健に関

する措置を講じなければならない。

・学校保健法1条一この法律は、学校における保健管理に関し必要な事項を定め児童、生徒、学

生及び幼児並びに職員の健康の保持増進を図り、もって学校教育の円滑なる実

施とその成果の確保に資することを目的とする。

ア、学校保健計画の作成実施一学校においては児童、生徒、学生及び幼児並びに職員の健康診断

その他の保健に関する事項について計画を九てこれを実施しなけれぱならない。

(法2条)

イ、学校環境衛生一学校においては、換気、採光、照明及び保温を適切に行ない清潔を保つ等環

境衛生の維持につとめ必要に応じてその改善を図らなければならない。

(法3 条)

ウ、健康診断一学校においては、毎学年定期に児童、生徒、学生及び幼児の健康診断を行な

わなければならない。(法6条)定期の健康診断は毎年4月~6月の間に行な

うものとする。臨時の健康診断は学校の必要があるとき臨時に児童、生徒学生

及び幼児の健康診断を行うものとする。例えぱ伝染病ま九は食中毒の発生し九

とき、励k害等により伝染病の発生のおそれがあるとき、夏期における休業の

直前直後、卒業のときなど。就学時の健康診断は市町村教育委員会により就学

時に行なう。

※健康診断票学校保健法施行令により進学校に送付し最終学校で5年問保存しなけ

れぱならない。

身長、イ本重、胸囲、座高、背柱、胸郭、疾病異常の有無、視力、色覚、

眼疾、耳鼻咽頭疾患、、皮'、、歯の疾病異常、結核、心臓の異常、検尿の

結果、寄生虫卵(省略してもよい)その他を書く

※結果からの措置疾病の予防、医療の指示、予防接種、療養、作業運動の軽減停止、

対外競技、修学旅行の制限、等家庭との連携を密にして適切な措置を行

なう。

エ、健康相談(教育相調一学校においては、児童生徒学生及び幼児の健康相談を行うものとす

る。(法H条)

オ、伝染病予防一学校長による出校停止(法12条)設置者による臨時休業(法3条)イ云染病の

種類、出席停止の期問、出席停止の報告、伝染病予防措置(施行令、施行規則)

カ、保健室一健康診断、健康相談、保健指導、救急処置を行う九めに保健室をおく。

(法19条)

キ、その他一生徒保健委員会、学校保健委員会の活動

②職員の健康診断

・学校教育法8条学校の設置者は毎学年定期に学校職員の健康診断を行わなければならない。

③関係職員とその役割

教育実習生に対する学校保健の指導の実際と問題点
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ア、学校医(内科・精神科)学校歯科医、学校薬郵伯市一学校における保健管理に関する専門的事

項について技術及び指導に従事する。

イ、養護教諭一児童生徒の養護を掌る。^1＼中、高並びに盲、ろう、養護学校に養護教諭をお

く。(法28条)

ウ、保健主事一小学校においては保健主事を置くものとする。(学校教育法施行規則22条の4)

ろう、養護学校は22条の4の規定を準用する。学校保健計画作成の局、臼 、、、

中心となりま九計画に基づく活動の推進にあナこる。

エ、^員一全教『肋洛耕斗の領域指導、校務分掌の推行にあナこって目的達成のため協力す

る。

オ、学級担任一生徒の健則犬態のは握、心身の健康の保持増進のため周到な健康観察と適切な

指導ときめこまかい配慮が望まれる。保護者との連絡協力、学習環境の快適を維

持改善する熱意が欲しい。

藤 田 喜久子

4.学校安全

①安全教育

次の事項についての必要な知識、理鰍習慣、態度、技能を身につける。

人間の生命の尊厳性、生活における安全の重要性、安全生活とその実践、事故災害の現状と原

因、家庭学校職場などの事故とその防止、交通事故とその防止、火災その他の災害の防止、安全

関係法規とその励行、救急処置と家庭求島急、薬品の整備。

②安全管理

児童生徒などの災害を防止し、その生命の安全を図る。教科指導(理、倒本、技家)特別活動

(修学旅行、遠足)休業中の諸行事、水泳指導、部活動など周到な準備、計画、酉礁が望まれる。

学校管理下における災害の医療等精求事務。

5.学校給食

学校給食の目標に食生活の合理化、栄養の改善及び健康の増進を図ること。(給食法2条)

望ましい食習慣の形成、好ましい人問関係の育成と心身の健全な発達に資すること(学級指導)

学校給食に伴う危害は、伝昇晴と食中毒が主であるが施設設備はもちろん原米ゆ購入調理配食の各

部分についての→汾な配慮が必要。

6.環境衛生と美化

①学校環境衛生の目的

ア、生徒を疾病、傷害から守るイ、生徒の成長発達を促進するウ、生徒の学習能率を向

上させる工、清潔で美しく愉快に生活する

②学校環境の維持改善

机、いす等の整備ア、照度及び照明イ、騒音ウ、教室内の換気 エ.、

用水力、手洗場便所等の管理

③学校の清潔

学校環境の清潔は、伝染病の予防はもちろん学習能率の向上清潔感の助長上重要である。学校

オ、飲料水、
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の教育活動全体の中で清潔美化を考える。

④本校の清掃活動の実態

清掃活動は教師倶にしての重要な教育活動の場であり、生徒側からいえば健全な社会人として

の自律心＼整理整とん、勤労の精神、奉仕、公徳心、自主的な生活態度を養う教育活動実践の場

である。

教育実習生に対する学校保健の指導の実際と問題点

Ⅳ実習生への指導上の問題点

①本校に勤務する、現職の教師に学生時代に、学校保健に関する何らかの指導を受けたか、と質

問をし九ところ、質問し九限りにおいては、誰も記憶にないとの答えであっナこ。体育専攻の教師

の場合は当然、教科保健に関しては講義を受けているが、他教科専攻の場合は意識の中に学校保

健はないようである。教育実習部長より、大学教務係へ確認し九ところ、強いて関連あると云え

るのは青年心理学と、学校教育心理学であろうとの回答であっ九。

②本校の教育実習部では、大学教育学部関係者と、教育実習に関する改善案を検討し、より効果

的な実習をさせようと努力しており、近く決定版が示される予定であるが、その案の中の履習項

目に「幼児・児童又は生徒の心身の発達及び学習の過程.に関する科目」というのがあり、この中

で学校保健にかかわる事がらを学ぶのか、と期待しナこが、これも以前と同じ、心理学の学習のよ

うである。しかも「履習するのが望ましい」という表現に変わり、かえって履習しない者が出る

かも知れないという心配もあるという事であっ九。

③このように、学校保健の矢臓を得る機会のないままに教師となって現場に入っナこ場合、意識す

る、しないにかかわらず、生徒の生命、安全は云うに及ばず、先きに述べ九もろもろの責任を負

うことになるのである。

④学校現場での、学校保健に関する教師の意識の低さ、あるいは協力態勢の不十分さが、しは'し

ば論議されるが、その遠因は案外この辺にあるのではないかと思、える。

⑤今回の、教育実習生に対する学校保健の指導を考えるにあ九って、今まで筆者自身も気付か

なかった問題点が露呈し、うかつであっナこことを反省すると同時に、実習部を通じて、主免実習

の学生には学校保健に関する科目を必ず履習してから、教育実習を行うよう善処をお願いし六い

と考えている。

修得単位等についての条件

ω最低修得単位数について、実習履修手続終了時の修得総単位数が70単位レ艾上であること。

②「教育実地研究」(教育実習事前指導)を履習していること。

③養護課程の障害児教育実習は、^1学校教育実習又は中学校教育実習の終了者のみ履習できる。

注)専門科目の単位については、教育実習までに概ね、次のような単位を履修習得している

ことが望ましい。(P68に続く)

課程必、修実習
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月

0定期健康診断の実施

・身体謝則、視力検査、色覚 a年) 4/10

.ソベルクリン反応検査、反応判定

4/11 ・ 4/13

健康管理と指導

藤

4

田

BCG接種) 4/21
.

レントゲン間撮.

・歯科検診・歯みがき1鴇 4/8・4/12・4/18
・内科健診 4/24 0 4/27

C心電図1余査 4/17

0健康調査 U初

0健康手帳配布と利用法指導

・全校生徒一斉に行う。伺伴の看護婦により色

覚異常者の再検査診断をなす

・鼻と喉頭の検査を行う

・集団検査用(5人用)で行い、 2クラスで1

時限必要

・大学保健管理センターで実施し、指示管理は

大学職員係の任務なり

・間撮の結果必要ある場合のみ

・4、 5月に内科健診を受けているので校医と

相談の上、健康調査にする可お皀性あり

・2'1注対象、依頼状請求、自費、希望者
・健康手帳による連絡

喜久子
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平成元年度

・時間設定し、全教官により実施、各自健康手
帳に記入し、後日保健委員が学級保健簿に転

記する。

・学校医が実施。 1人1本の注射器で0.1CCを

皮内注入する困難さがある。本年度よりディ

スポ使用。液が3倍必要。

・BCG接種→保護者連絡し未実施者の確認。

・レントゲン問撮→大学保健管理センター

・歯科校医、歯科衛生師2名来校

・男・女2 ケ所で行なう

・環境保健公社より。男女2ケ所

・1年生入学時調査。 2、 3年生健診前調査を

かねる。

・カバンに入れて毎日所持する。健康ヨ酸示諸届

に使用する。

健康管理と指導の要領

0定期健康診断の実施

・内科健診5/12

.検尿5/16 6/6

5

゛)4
子'

0教育相談

校

0定期健康診断の実施

・眼科機今

・耳鼻科検診

・聴力検査 6/26 6/27

・教職員健康診断

・レントゲン直撮

0臨時健康診断の実施

・市総体前建毛

0日本『畄炎予防接種

0定期健康診断の家庭連絡

5/1赤十字デー
・背柱、皮膚の状況、顔色等、全般的健康も診

断してい九だく

・全校・T斉に行う。検査機関より回収にくる。

事前に名表記入し、提出時に未提出者をチェ
ツクして現物と共に持ち帰らせる。

・精神科校医来校し、生徒、担任、保護者を対
象にカウンセリングを行い、精神の安定改善

をはかる。

6

6/4 ~ 6/10

歯の衛生週問



保 健

安全管理と指導

0校内安全点検と施設、

備品の整備

教育実習生に文寸する学校保健の指導の実際と問題点

J^、

女

0学校健康センター契

約手紗'

0学校健康センター医

療費請求手続

全

安全に関する要領

清掃担当教官に用紙

酉己布、し、不備箇所につ

いて記入す

全員契約の場合は名

簿不用

毎月10日までに県教

委保健体育課健康セン

ターへ提出

事務官より連絡を受

け九のち、領収証と保

護者宛文書を生徒に渡

す。高額の時直接親が

受取る。

C学校健康センター給

付金保護者へ渡す

画

環境衛生と美化

島根大学教育学部附属中学校

0学校環境・施設・設

備の点検

゛清掃用具の点検・配

分(配分数、しまい

方、プリント貼布)

0教官、学級の清掃区

域分担表作成、配布

0清掃のしか九「HOW

t0掃除」酉怖

0大掃除

(始業・入学式のた

め1年生区域を臨時

に出す)

こ,医療費請求手続

0謝寸金渡す

0り蠏、時間の安全指導

給

0§合食計画作成

・前年度実施報告、会

計報告

・今年度実施予定

・イ杲護者連絡文書作成

配布

・診断書提出(体質的

にのめない場合)

・実施本数確忍

牛乳・ジュース

0牛乳→大田グリコ牛乳

ジュース→学校給食会

0ネ詮従事者事務・金

津、用務員・立脇

0給食室清掃

バインダー用意

・手革売書類作成後管理

職の原議を受ける

・割旦任、保健委員を

通じて全員に行きわ

九るように(休憩時

問の過し方を観察す

る。事仰1を示す)

0医療費請求手続

0矧寸金渡す

食

0プール安全指導

0プーノレ開き

氏神神社神主さんに

よるおはらい

参加

生徒会長、各体育

委員、校長、副校

易也

教官、薬剤師

0プール施設の点検整

備(体育科とタイア

ツプして行う)

0大掃除

(研究会の九め呂雌

プリントを^怖)

・生徒記入の災害報告

書と医師の証明によ

る医療等状況用紙の

提出により手続作業

を行う

・水泳開始にあたり保

護者連絡を兼ねて健

康を査を行う。水泳

に関する保護者責任

も兼ねるので押印と

シーズン終了まで保

存する。

C 4/14 より開始

牛乳月~金 5回

ジュース土 1回

0のみ具合点検

理由なく持続的にのま

ない生徒について

担任連絡→指導

直接→指導

0プーノレ大掃除

(体育科と・・ー)

学校薬剤師に連絡し

指導を受ける

0プール水質検査

0美化の日(保健委員

会活動)

大掃除のない月に、

日常の清掃瑚占内に

意識してとり組むこ

とがらを決めて、保

健委員を通じて学級

におろす

0変更 2日育靖効

インフルエンザによる

学級閉鎖等突発的な変

更は当日でもよい。

01週間以上欠席の場合

給食中止し、計算し返

金する。

0のまない生徒の記入は

正確に、その上で希望

者があれぱのんでもよ
い
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月

0教育相談

0林間学校前の健康調査及び指導

0健康診断結果の統計と分析

0健康手帳点検

健康管理と指導

7

藤

8

0林問学校中の健康観察 8/1

田

0夏休み中の健康調査

0身体諦則

0臨時健康診断の実施

0市陸上前健康診断

0修学旅行前、新人戦前健康診断

久子

9

・事前に連絡し、該当者を決めておく。内容を
あらかじめ把握しておく。

・健康調査と同時に、保護者の参加承諾の意味

もあるので押印させる。

・診断結果統計処理し、提出分は提出し、校内

向けフ゜りント割乍成しイ商室と意識高揚につと

める。

健康管理と指導の要領

0修学旅行中の健康観察
10/3 ~ 10/フ

0インフルエンザ予防接種
10/10 目の愛護デー

0近視予防指導

8/2

8/7 鼻の日

10

9/1防災の日

・健康ヨ己録用紙を準備し、係の仕事として記録
させ、担任がその都度チェックする。

Ⅱ

0マラソン前の健康調査

0教育相談

・2学期早々に全校L一斉.に実施し、休み中の健

康、安全、定期健診による要治療の実施状況

を把握する。学級保健簿に記入する。

・身長、体重、視力を全校一斉に行う。

・臨時健康診断を実施し、安全を期する。

12

0冬期の健康管哩指導
0血液検査

0身体計測
0臨時の健康診断

・卒業前健康診断

0教育相談

0かぜの調査開始

・旅行期問中朝、タ調査用紙担.任へ
(保健係)

・他市町村居住者に対しても、松江市長が責任
をもつ(63年度より依頼状請求不要)

全国火災予防運動

2 0風疹予防接種

0かぜ対策

・健康調査と同時に保護者の承認(責任分担)

をとる。押印必要。担.任、体育科の印。

校地30周走で体調孳える。

3

0受験生の健康管理指導

0教育相談

・期末テスト中の心身の管理

・希望調査を行い、貧血、 AB0血液型判定検

査を実施する。

・身長、イ本重、視力測定を行い、自己職忍する

・卒業前診断で、健康状況を把握すると同時に

受験願書記載にもつかう。

・保健委員により、学級朝礼時に。記入黒板に

変える。かぜヨ己録用紙に記入。

3/3耳の日

・2年女子全員、 3年未実施者、料金無料、他

市町村依頼状必要、市保健予防課より来校

・健康観察し、実情に合っ九方法で健康保持を

指導すけ゜りント、学年朝礼時直接話す)

・3年健診票を進学高校へ
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安全管理と指導

0水泳安全管理指導

0医療費請求手紗、

0教官にプール管理

救急、法など講習

0医療費請求手続

教育実習生に対する学校保健の指導の実際とル麺点

安全に関する要領

0プール日直者による

プール管理と水泳者
の安全管理

全教官を対象にプー

ル消毒、検査方法、人

工呼吸法など講習を行
つ。

0ネ合食実施状況調査と出
納帳整理

09月中旬水泳終了時

プール管理用具点検

0校舎内外危険箇所点

検、補修

0医療費請求手続

環境衛生と美化

学校薬郵伯市による点

検。日直日誌により問
題点指摘改善。

0プール水質検査

0大掃除(長期休暇前
に)

0休"段中の校舎内清掃
の割当て

0医療費請求手続

0登下校中の安全指導
文化祭に伴なう安全
指導

閉鎖の九め用具、施

設などの点検、清掃し、

施錠する。

校舎・校地・施設・

用具等安全点検

運身会の安全指執

給

0全校出校日校舎内外

の清掃、草むしり

n牛乳、果汁給食停止

0ネ合食室、戸棚、かご等
消毒

0ネ合食状況確認

0マラソン実施中の交
通事故防止

0医療費清求手続

交通安全指導

文化祭の準備に工具

を使用するため安全指

導。遠足に関する計画
の安全性確認と生徒へ

の指執

0大掃除(夏休み中の
汚れを一掃する)

0掃除用具の配分と用
自 ロッカーの整備^^、

食

0医療費請求手続

(以降省略)

Dスチーム、火器によ

るやけど防止、簡単

な処置樹旨導

0道路凍結による登下
校の安全

0年間反省と次年度計画
0特別ネ合食

0出校日果汁給食
0諸帳簿等整備

マラソン実施中の医

師による観察0救急、処
置体制の確認

0文化祭を美しい環境
で行い、意義を高め

る九めに清掃、飾り

つけ等を工夫する

0給食開始

0実施人数確認

0用具の点検

0実施方法再確認

(全教官、各クラスヘ
プリント)

期末テストの暖房、

換気等留意事項を指導

0絢占、昼食時休憩時

間の安全管理指導

集会時のかぜまん延

防止(必要ならぱ全校

朝礼、生徒会集会等中
止さす)

ヘルメット着用強調

0校地内の落葉の掃除

0校舎内のポスター掲

示物の点検、整備

0学年毎の行事に伴なう

実施回数、発注数の確

0箸胡の安全管理・指

導の反省と次年度へ
の構想

言刃
ルL、

0教室換気、室内の清潔

0村吊除(-4のほこ

りを落とす)

寒さの九め室内にこ

もり、エネノレギーの発

散が不十分、要注意。

安全点検と補修、改善

0刈吊除(附中入試に

そなえ校舎内外を美
しくし受検生の心を
やわらげる)

0焼却炉周辺の清掃整
備

0持続してのまない生徒

のピックァップ、担任

へ指導調査依頼

0二学期末の大掃除に合

わせて給食室も整理・
整とん

0生徒保健委員会活動

花一本運動に協力

0教官・生徒の個々の返

金、徴収額等確認、準
備にかかる

C傭人費確認

0特別ネ合食計画

0年間の反省と次年度

の計画(校舎新築も
含めて)

-67



0中学課程、養護課程中学部(普通教育実習)、特音課程、特イ本課程

・教育の本質及び目標に関する科目阿示

・幼児、児産叉は生徒の心嶋の発達及び学習の過程に関する科目 6単位

・教育に係る社会的、制度的又は経営的な事項に関する科目

・教育の方法及び技術(情報機器及び教材の活用を含む)に関する科目

・教弔嫩育法 2単位(専攻教科中等教育用)

・教科専門科目 16単位

Vまとめ

先ず、大きな問題として、学生の履習科目について大学の関係者の御意見を伺い、筆者自身もこ

の件について、もう少し考えを深めて行き九い。次いで、教科実習に入ってからの指導講話の50分

間では、とても指導できるものではないので、資料だけでも先きに^怖しておき、或るネ呈度の予備

知識をもって実習を開始し、指導講話で肉付けができるようにしたらどぅかと考える。実習期間中

には、生徒観察時の心鳴の異変、傷害等の対応の仕方を実際に行ってみる。今までは傍観者の立場

でいることが多かっ九が、観察して考え九事と、実際の同異を知ることや、処置を自分でやってみ

る、などのいわゆる笑地討11練を多くし、教師への自覚を促したい。

藤 田 久子
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